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は
じ
め
に　

憲
法
と
皇
室
典
範
の
矛
盾

　
　
皇
室
の
危
機

　　

皇
室
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
天
皇
と
皇
族
に
つ
い
て
の
基
本
法
で
あ
る
皇
室
典
範
の
第
一
条
に
「
皇
位

は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
皇
位
継
承
順
位

は
、
第
一
位
が
皇こ
う

嗣し

の
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

文ふ
み

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

、
二
位
は
秋
篠
宮
家
の
悠ひ

さ

仁ひ
と

親
王
、
三
位
は
常ひ

た

陸ち
の

宮み
や

正ま
さ

仁ひ
と

親
王
（
平

成
の
天
皇
の
弟
宮
）
の
三
人
に
な
る
の
だ
が
、
世
代
的
に
は
悠
仁
親
王
の
後
が
な
い
。
も
し
、
病
気
や
不
慮
の
事

故
で
悠
仁
親
王
が
亡
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
皇
統
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
悠
仁
親
王
が
成
長
し
て

結
婚
さ
れ
て
も
、
男
子
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
内
親
王
の
即
位
を
認
め
て
女
性
天
皇
、
さ
ら
に
は
女
系
天
皇
を
容
認
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

皇
統
に
男
系
の
み
を
認
め
る
の
は
、
男
女
平
等
を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
人
権
条
項
に
も
反
す
る
の
で
は
な
い
か

と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
後
に
廃
止
さ
れ
た
旧
宮
家
を
復
活
さ
せ
て
男
系
天
皇
の
伝
統
を
維
持
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
皇
室
典
範
の
定
め
か
ら
逸
脱
す
る
の
で
、
こ
の
法
律
を
改
定
し
な
い

か
ぎ
り
無
理
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
皇
・
皇
族
に
は
職
業
の
選
択
や
婚
姻
の
自
由
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
国
民
な
ら
だ
れ
も
が
も
つ
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選
挙
権
も
被
選
挙
権
も
な
い
。
日
本
国
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享

き
ょ
う

有ゆ
う

を
妨
げ

ら
れ
な
い
」（
第
十
一
条
）
な
ど
の
人
権
条
項
が
天
皇
・
皇
族
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
天
皇
・
皇
族

は
憲
法
の
い
う
「
国
民
」
な
の
か
。

　

こ
の
点
で
、
国
家
の
最
高
法
規
で
あ
る
日
本
国
憲
法
と
、
そ
の
下
位
法
の
法
律
の
ひ
と
つ
で
あ
る
は
ず
の
皇
室

典
範
の
間
に
は
根
本
的
な
矛
盾
が
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、大
日
本
帝
国
憲
法
と
旧
皇
室
典
範
の
間
に
は
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
後
、憲
法
だ
け
改
正
さ
れ
、皇
室
典
範
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
だ
っ

た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
矛
盾
で
あ
る
。

　
　
象
徴
君
主
とprim

e m
inister

　　

日
本
国
憲
法
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
の
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日

に
施
行
さ
れ
た
。
帝
国
憲
法
第
七
十
三
条
に
「
将
来
此こ

ノ
憲
法
ノ
条
項
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
勅

ち
ょ
く

命め
い

ヲ

以も
っ

テ
議
案
ヲ
帝
国
議
会
ノ
議
ニ
付
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
改
正
手
続
を
踏
ん
で
の
こ
と
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す

る
連
合
国
に
よ
る
占
領
下
で
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
強
い
監
督
下
で

の
新
憲
法
制
定
で
あ
っ
た
。

　

日
本
国
憲
法
は
第
一
条
で「
天
皇
は
、日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ
て
、こ
の
地
位
は
、

主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
」
と
定
め
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
象
徴
天
皇
制
の
誕
生
で
あ
る
が
、
こ
の
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「
象
徴
」と
い
う
言
葉
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
に
あ
る「
シ
ン
ボ
ルsym

bol

」を
参
考
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
は
一
九
三
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
制
定
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
大
英
帝
国
に
属
す

る
諸
国
の
イ
ギ
リ
ス
連
邦
に
お
い
て
「
自
由
な
連
合
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
王
・
女
王
を
戴い
た
だい

た
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
で
は
イ
ギ
リ
ス
国
王
・
女
王
を
象
徴
的
に
元
首
と
す
る

立
憲
君
主
制
を
と
り
、
首
相
は
イ
ギ
リ
ス
国
王
・
女
王
に
仕
え
る
主
席
大
臣prim

e m
inister

で
あ
る
。

　

日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
も
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
に
仕
え
るprim

e m
inister

だ
。
し
か
し
、
言

葉
は
同
じ
で
も
大
英
帝
国
の
イ
ギ
リ
ス
国
王
・
女
王
と
日
本
の
天
皇
は
歴
史
と
文
化
の
背
景
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

現
在
の
「
象
徴
天
皇
」
も
、
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
な
し
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
ど
の
国
で
も
そ
の
シ
ン
ボ
ル
や
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
必
然
的
に
宗
教
性
を
も
つ
。
た

と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
や
政
治
家
は
演
説
の
結
び
で
「God bless us

（
我
ら
に
神
の
御
加
護
を
）」
な
ど
と

告
げ
る
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
天
皇
は
も
と
よ
り
宗
教
的
な
存
在
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
国
憲
法
の
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
原
則
と
は
別
の
次
元
の
こ
と
で
あ
る
が
、
徹
底
し
て
政
教
分
離

を
求
め
る
法
解
釈
も
あ
り
、
そ
の
見
解
の
相
違
か
ら
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
。

　

そ
こ
で
本
書
は
、
新
旧
の
憲
法
と
皇
室
典
範
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、「
第
三
章　

象
徴
天
皇
前
史　

古
代

か
ら
明
治
ま
で
」
以
下
で
天
皇
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
。
地
人
館E-books

の
う
ちCom

pact

シ
リ
ー
ズ
の
一

冊
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
ま
と
め
た
。
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第
二
章　

新
旧
二
つ
の
皇
室
典
範

　　　
　

　

最
初
の
皇
室
典
範
（
以
下
「
旧
典
範
」
と
略
）
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
施
行
さ
れ
た
大
日
本
帝
国

憲
法
と
と
も
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
全
文
は
巻
末
に
「
付
録
」
と
し
て
記
し
、こ
こ
で
は
、現
在
の
皇
室
典
範
（
以

下
「
現
行
典
範
」
と
略
）
と
の
異
同
を
見
な
が
ら
お
も
な
条
項
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
旧
皇
室
典
範
〔
前
文
〕

　
天て
ん

佑ゆ
う

ヲ
享

き
ょ
う

有ゆ
う

シ
タ
ル
我
カ
日
本
帝
国
ノ
宝ほ

う

祚そ

ハ
万
世
一
系
歷
代
継
承
シ
以も

っ

テ
朕ち

ん

カ
躬み

ニ
至
ル
惟お

も

フ
ニ
祖そ

宗そ
う

肇ち
ょ
う

国こ
く

ノ
初

は
じ
め

大
憲
一ひ

と

タ
ヒ
定
マ
リ
昭

あ
き
ら
かナ
ル
コ
ト
日
星
ノ
如
シ
今
ノ
時
ニ
当
リ
宜よ

ろ
しク
遺
訓
ヲ
明め

い

徵ち
ょ
うニ
シ
皇
家
ノ
成
典
ヲ
制
立

シ
以
テ
丕ひ

基き

ヲ
永
遠
ニ
鞏

き
ょ
う

固こ

ニ
ス
ヘ
シ
茲こ

こ

ニ
枢す

う

密み
つ

顧こ

問も
ん

ノ
諮し

詢じ
ゅ
んヲ

経へ

皇
室
典
範
ヲ
裁
定
シ
朕
カ
後こ

う

嗣し

及お
よ
び

子
孫
ヲ

シ
テ
遵
じ
ゅ
ん

守し
ゅ

ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム

　
〔
現
代
語
訳
〕

　

天
の
恵
み
を
受
け
た
我
が
日
本
帝
国
の
皇
位
は
万
世
一
系
、歷
代
継
承
し
て
我
が
身
（
明
治
天
皇
）
に
至
っ
た
。
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思
う
に
皇
祖
建
国
の
初
め
に
大
憲
が
ひ
と
た
び
定
ま
り
、
そ
の
輝
き
は
日
星
の
ご
と
し
で
あ
る
。
今
の
時
代
に
と

り
わ
け
遺
訓
を
明
ら
か
に
し
て
皇
家
の
成
典
（
皇
室
典
範
）
を
制
定
し
て
丕ひ

基き

（
天
子
の
国
家
の
基
礎
）
を
永
遠

に
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
べ
し
。
こ
こ
に
枢
密
顧
問
の
諮
問
を
経
て
皇
室
典
範
を
裁
定
し
、
我
が
皇
嗣
お
よ
子
孫

に
遵
守
さ
せ
よ
う
。

　　

大
日
本
帝
国
憲
法
に
は
「
国
民
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
、「
臣し
ん

民み
ん

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
帝
国
憲
法
は
天
皇
の

地
位
と
「
臣
民
」
の
権
利
と
義
務
を
定
め
た
も
の
で
、
帝
国
憲
法
と
は
別
に
「
皇
家
ノ
成
典
」
す
な
わ
ち
皇
室
の

内
規
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
憲
法
と
並
び
立
つ
法
で
あ
っ
た
。

　

旧
典
範
は
六
十
二
条
か
ら
な
る
。

　
　
皇
位
は
終
身
で
男
系
に
限
る

　　

第
一
条　

大
日
本
国
皇
位
ハ
祖そ

宗そ
う

ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之こ

れ

ヲ
継
承
ス

　　

 

皇
位
継
承
は
祖
宗
（
皇
祖
と
歴
代
天
皇
）
に
つ
な
が
る
皇
統
の
男
系
男
子
と
し
た
。
こ
れ
は
現
行
典
範
も
同

じ
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
鳥
時
代
の
推す
い

古こ

天
皇
（
在
位
五
九
二
〜
六
二
八
年
）
か
ら
江
戸
時
代
の
明め

い

正し
ょ
う

天
皇
（
在

位
一
六
二
九
〜
一
六
四
三
年
）
ま
で
八
人
い
た
女
性
天
皇
の
即
位
は
認
め
な
か
っ
た
。



24

　

女
性
天
皇
の
子
が
皇
位
を
嗣
ぐ
と
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
「
女
系
天
皇
」
と
な
る
が
、
そ
れ
も
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。

　
　
皇
位
継
承
順
位
と
側
室

　　

第
二
条　

皇
位
ハ
皇
長
子
ニ
伝
フ

　

第
三
条　

皇
長
子
在あ

ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
長
孫
ニ
伝
フ
皇
長
子
及
其そ

ノ
子
孫
皆
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
次
子
及
其
ノ

子
孫
ニ
伝
フ
以
下
皆
之
ニ
例
ス

　

第
四
条　

皇
子
孫
ノ
皇
位
ヲ
継
承
ス
ル
ハ
嫡
ち
ゃ
く

出し
ゅ
つヲ
先
ニ
ス
皇こ

う

庶こ
う

子こ

孫そ
ん

ノ
皇
位
ヲ
継
承
ス
ル
ハ
皇
嫡
子
孫
皆
在
ラ

サ
ル
ト
キ
ニ
限
ル

　

第
六
条　

皇
兄
弟
及
其
ノ
子
孫
皆
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
皇
伯
叔
父
及
其
ノ
子
孫
ニ
伝
フ

　

第
七
条　

皇
伯
叔
父
及
其
ノ
子
孫
皆
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
以
上
ニ
於
テ
最
近
親
ノ
皇
族
ニ
伝
フ

　　

皇
位
継
承
順
位
は
、
し
ば
し
ば
皇
位
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
歴
史
に
か
ん
が
み
、
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
位
は
今き
ん

上じ
ょ
う

天
皇
の
長
子
、
二
位
以
下
は
そ
の
子
、
孫
と
つ
づ
く
直
系
の
男
子
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
今
上

天
皇
の
次
男
以
下
、そ
れ
も
な
い
場
合
は
今
上
天
皇
の
弟
の
血
筋
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
も
現
行
典
範
と
同
じ
だ
が
、

第
四
条
に
、
嫡
出
を
先
に
し
、
皇
嫡
の
子
孫
が
な
い
場
合
に
限
り
庶
子
孫
が
皇
位
が
皇
位
を
継
承
す
る
と
い
う
規
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定
は
現
行
典
範
に
は
な
い
。

　

嫡
出
は
天
皇
・
皇
后
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
女
に
ょ
う

御ご

・
更こ

う

衣い

・
典て

ん

侍じ

な
ど
と
よ
ば
れ
る
側
室
の
子
や
孫

が
庶
子
孫
で
あ
る
。

　

現
行
典
範
に
は
そ
の
規
定
が
な
く
、
一
夫
一
婦
の
天
皇
・
皇
后
の
子
孫
だ
け
が
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
皇
嗣
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
現
在
、
側
室
制
度
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

ま
た
、
旧
典
範
第
七
条
に
い
う
「
皇
族
」
に
は
戦
後
廃
止
さ
れ
た
世
襲
皇
族
も
ふ
く
む
。
皇
族
の
減
少
へ
の
対

策
と
し
て
旧
皇
族
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。　
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第
四
章　

近
代
日
本
の
象
徴
に
な
っ
た
天
皇

　　　
　
明
治
天
皇
の
全
国
巡
幸

　　

天
皇
が
御
所
か
ら
外
に
出
る
と
き
は
、
た
と
え
近
く
で
も
た
い
そ
う
な
行
列
を
仕
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
天
皇
は
輿
に
乗
っ
て
い
る
の
で
沿
道
の
人
に
姿
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月

十
七
日
、
天
皇
は
今
後
、
騎
馬
ま
た
は
馬
車
に
乗
り
、
随
時
、
離
宮
そ
の
他
に
軽
装
で
出
か
け
る
と
い
う
布
告
が

出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
民
情
・
風
俗
視
察
の
た
め
な
の
で
沿
道
の
商
家
等
は
す
べ
て
平
日
ど
お
り
に
せ
よ
と
い
う
。

　

翌
十
八
日
、
さ
っ
そ
く
東
京
湾
岸
の
浜は
ま

離り

宮き
ゅ
うに
行
幸
し
た
。
軽
装
で
の
臨
時
の
行
幸
だ
と
は
い
っ
て
も
、
も
ち

ろ
ん
単
独
で
は
な
い
。
天
皇
の
馬
車
の
前
に
は
侍
従
二
名
、
騎
兵
八
名
な
ど
が
先
行
し
、
後
ろ
に
も
多
数
の
供ぐ

奉ぶ

の
者
が
続
い
た
。

　

浜
離
宮
で
は
放ほ
う

鷹よ
う

（
鷹
狩
り
）
や
網
漁
を
見
た
あ
と
、
延え

ん

遼り
ょ
う

館か
ん

で
昼
食
。
延
遼
館
は
浜
離
宮
に
迎
賓
館
と
し

て
建
て
ら
れ
た
日
本
最
初
の
洋
風
石
造
建
築
物
で
あ
る
。

　

同
四
年
九
月
二
十
二
日
の
天て
ん

長ち
ょ
う

節せ
つ

（
天
皇
誕
生
日
）
に
あ
た
り
、
皇
居
諸
門
の
外
に
整
列
し
た
陸
軍
部
隊
を
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第
五
章　

大
日
本
帝
国
憲
法
と
皇
室
典
範
の
制
定

　　　
　
国
民
軍
の
創
設

　　

大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
「
帝
国
憲
法
」
と
い
う
）
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節

を
期
し
て
公
布
さ
れ
、
翌
年
十
一
月
二
十
九
日
の
施
行
と
同
時
に
第
一
回
帝
国
議
会
が
開
院
さ
れ
た
。
板い
た

垣が
き

退た
い

助す
け

ら
の
自
由
民
権
運
動
の
高
ま
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
明
治
政
府
は
早
い
時
期
か
ら
憲
法
制
定

を
予
期
し
て
い
た
。
明
治
六
年
の
徴
兵
令
施
行
に
先
立
ち
、
前
年
十
一
月
に
次
の
「
徴
ち
ょ
う

兵へ
い

告こ
く

諭ゆ

」
を
布
告
し
た
。

　　

我
が
朝
上じ
ょ
う

古こ

の
制
、
海か

い

内だ
い

挙あ
げ

て
兵
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
有
事
の
日
、
天
子
之こ

れ
が
元
帥
と
な
り
、
丁

ち
ょ
う

壮そ
う

兵
役

に
堪た

ゆ
る
者
を
募
り
、
以
て
服
さ
ざ
る
を
征せ

い

す
。（
中
略
）
太
政
維
新
、
列
藩
版
図
を
奉
還
し
、
辛し

ん

未び

の
歳
に
及

び
遠
く
郡
県
の
古
に
復
す
。
世
襲
座
食
の
士
は
、
其そ
の

禄ろ
く

を
滅
し
、
刀
剣
を
脱
す
る
を
許
し
、
四
民
漸よ

う
やく

自
由
の
権

を
得
せ
し
め
ん
と
す
。是こ

れ
上
下
を
平
均
し
、人
権
を
斉
一
に
す
る
道
に
し
て
、即
ち
兵
農
を
合
一
に
す
る
基
な
り
。

是こ
こ

に
於お

い

て
士
は
従
前
の
士
に
非
ず
。
民
は
従
前
の
民
に
あ
ら
ず
。
均ひ

と

し
く
皇
国
一
般
の
民
に
し
て
、
国
に
報
ず
る
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の
道
も
固も

と

よ
り
其そ

の
別
な
か
る
べ
し
。（
中
略
）人
た
る
も
の
固
よ
り
心
力
を
尽
く
し
、国
に
報
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

西せ
い

人じ
ん

之こ

れ
を
称
し
て
血け

つ

税ぜ
い

と
云
ふ
。
其そ

の
生
血
を
以も

っ

て
国
に
報
ず
る
の
謂い

い

な
り
。（
中
略
）
西
洋
諸
国
数
百
年
来

研
究
実
践
以も
っ

て
兵
制
を
定
む
。
故
を
以
て
、
其
法
極
め
て
精
密
な
り
。
然し

か

れ
ど
も
政
体
・
地
理
の
異
な
る
、
悉

こ
と
ご
とく

こ
れ
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
今
其
の
長
ず
る
所
を
取
り
、
古
昔
の
軍
制
を
補
ひ
、
海
陸
二
軍
を
備
へ
、
全
国
四

民
男
児
二
十
歳
に
至
る
者
は
、
尽
こ
と
ご
とく
兵
籍
に
編
入
し
、
以
て
緩か

ん

急き
ゅ
うの
用
に
備
ふ
べ
し
。
郷
長
・
里り

正せ
い

、
厚
く
此こ

の

御
趣
意
を
奉
じ
、
徴
兵
令
に
依よ

り
、
民み

ん

庶し
ょ

を
説
諭
し
、
国
家
保
護
の
大
本
を
知
る
ら
し
む
べ
き
も
の
な
り

　
〔
現
代
語
訳
〕

　

我
が
国
の
原
初
に
は
海か
い

内だ
い

（
天
下
）
皆
、
兵
で
あ
り
、
有
事
の
際
に
は
天
皇
が
元
帥
に
な
っ
て
壮
年
の
男
子
を

兵
役
に
募
り
、
従
わ
な
い
敵
を
征
し
た
。（
中
略
）
大
政
奉
還
・
維
新
の
お
り
、
列
藩
が
領
国
を
奉
還
し
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
古
い
に
し
えの

郡
県
の
制
に
復
し
た
。
家
を
世
襲
し
て
座
食
し
て
き
た
武
士
は
、そ
の
禄
を
廃
止
し
、

刀
剣
を
持
た
な
い
こ
と
を
許
し
、
四
民
に
よ
う
や
く
自
由
の
権
を
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
上
下
を
平
均
に

し
、
人
権
を
斉
一
に
す
る
道
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
兵
農
を
合
一
に
す
る
基
礎
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
武
士
は
以

前
の
武
士
で
は
な
い
。
農
・
工
・
商
の
民
は
以
前
の
民
で
は
な
い
。
等
し
く
皇
国
一
般
の
民
で
あ
り
、
報
国
の
道

に
は
も
と
よ
り
別
は
な
い
。（
中
略
）
人
た
る
も
の
、
も
と
よ
り
心
力
を
尽
く
し
て
国
に
報
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

西
洋
人
は
こ
れ
を
血
税
と
い
う
。
そ
の
生
血
を
も
っ
て
国
に
報
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。（
中
略
）
西
洋
諸
国

は
数
百
年
来
、
研
究
実
践
し
て
兵
制
を
定
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
兵
制
は
き
わ
め
て
精
密
で
あ
る
。
し
か
し
、

我
が
国
と
は
政
体
・
地
理
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
全
て
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
長
所
を
と
っ
て
古
昔
の
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軍
制
を
補
い
、
海
陸
二
軍
を
備
え
、
全
国
四
民
男
子
で
二
十
歳
に
な
っ
た
者
は
皆
、
兵
籍
に
名
を
記
入
し
て
緩
急

の
事
態
に
備
え
よ
。
郷
長
・
里
正
（
村
役
人
・
庄
屋
ら
）
は
厚
く
こ
の
御
趣
意
を
奉
じ
、
徴
兵
令
に
よ
っ
て
、
庶

民
を
説
諭
し
、
国
家
保
護
の
大
本
を
知
ら
し
め
よ
。

　　

西
洋
諸
国
で
も
近
代
以
前
に
は
軍
事
は
王
族
・
貴
族
・
騎
士
ら
の
専
権
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
国
を
治
め
て
い

た
。
市
民
革
命
を
へ
て
近
代
国
民
国
家
が
成
立
す
る
と
、
国
民
に
兵
役
の
義
務
を
課
す
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
も

明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
国
民
国
家
の
建
設
を
め
ざ
し
た
が
、そ
の
原
点
と
さ
れ
た
の
は
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」

（
一
八
六
七
）
に
「
諸
事　

神
武
創
業
之
始は
じ
めニ
原も

と
づキ
」
と
い
う
原
初
の
天
皇
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
全
国
皆
兵
は
全
国
民
が
兵
役
の
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
に
み
ん
な
が
兵
士
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
徴
兵
制
か
志
願
兵
制
に
す
る
か
の
論
争
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
、
将
来
は
憲
法
政
治
を
施
行

す
る
と
い
う
話
が
出
る
。

　

徴
兵
制
に
反
対
す
る
者
は
「
武
事
を
わ
き
え
な
い
農
工
商
の
子
弟
を
兵
役
に
つ
か
せ
て
も
、
そ
の
任
に
堪た

え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
地
勢
は
欧
州
の
大
陸
諸
国
と
は
異
な
る
の
で
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
の
よ
う

に
徴
兵
で
大
軍
を
擁
す
る
必
要
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
な
ら
っ
て
志
願
兵
制
に
す
る
べ
き
だ
」
と
主

張
し
た
。

　

か
た
や
徴
兵
派
は
、「
志
願
兵
制
に
す
れ
ば
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
に
勝
っ
た
藩
の
兵
士
の
み
が
応
募
し
、
敗
戦
し
た
東
北

諸
藩
の
兵
士
は
応
じ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
封
建
制
が
再
現
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
、
徴
兵
制
の
ほ
う
が
国
庫
の
負



64

担
が
小
さ
い
」
と
反
論
。
ま
た
、「
将
来
憲
法
政
治
を
施
行
し
て
拳
国
斎ひ

と

し
く
参
政
権
を
享
有
せ
し
む
る
こ
と
を

予
期
す
る
に
於お
い

て
は
、
全
国
皆
兵
主
義
の
徴
兵
令
を
制
定
し
て
、
国
家
防
護
の
任
務
も
亦ま

た

挙
国
斎ひ

と

し
く
之こ

れ
を
負

担
せ
し
む
る
が
当
然
な
り
」（『
明
治
天
皇
紀
』）
と
主
張
し
た
。
と
く
に
陸
軍
を
ひ
き
い
る
山や
ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

が
断
固
と

し
て
徴
兵
制
を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
国
民
皆
兵
の
徴
兵
制
が
朝
議
で
決
定
さ
れ
た
。
天
皇
を
全
軍
の
元
帥
と
す

る
国
民
軍
の
創
設
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
兵
役
の
義
務
は
そ
れ
ま
で
農
・
工
・
商
の
民
衆
に
は
な
か
っ
た
の
で
、
徴
兵
制
に
反
対
す
る
一
揆
が
お

こ
っ
た
。「
徴
兵
告
諭
」
に
「
西
洋
で
は
生
血
を
も
っ
て
国
に
報
ず
る
と
い
う
意
味
で
血
税
と
い
う
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
「
血
税
一
揆
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
、
四
民
平
等
を
理
念
と
し
た
国
民
皆
兵
を
熱
狂
的
に
歓
迎

す
る
動
き
も
あ
り
、
近
代
天
皇
制
国
家
の
大
き
な
基
礎
に
な
っ
た
。
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憲
法
の
制
定

　　

明
治
八
年
、
漸
次
に
立
憲
政
治
を
樹
立
す
る
旨
の
詔
書
を
出
す
。
同
十
二
年
、
参
議
山
県
有
朋
が
立
憲
政
治
を

建
議
。
以
来
、
政
府
の
参
議
た
ち
が
欧
米
諸
国
の
憲
政
を
日
本
の
事
情
に
照
ら
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
論
議
し
、
同

十
四
年
七
月
、
そ
の
意
見
を
ま
と
め
て
天
皇
に
奏
上
す
る
「
憲
法
大
綱
領
」
に
ま
と
め
た
。
そ
の
第
一
項
「
憲
法

は
欽き
ん

定て
い

（
君
主
に
よ
る
制
定
）
の
体
裁
を
用
い
る
」、
第
二
項
「
帝
位
の
継
承
法
は
祖
宗
以
来
（
歴
代
天
皇
）
の

規
範
が
あ
る
の
で
別
に
皇
室
の
憲
則
に
載
せ
、
憲
法
に
は
記
載
し
な
い
」
な
ど
、
憲
法
と
皇
室
典
範
を
別
立
て
と

し
て
、
そ
の
基
本
的
な
内
容
を
定
め
た
。

　

憲
法
の
「
憲
」
は
か
し
こ
さ
、
規
範
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
。
日
本
最
初
の
聖
徳
太
子
の
憲
法
（
六
〇
四
年
）

は
「
い
つ
く
し
き
の
り
」
と
も
読
ま
れ
、
皇
族
も
氏
族
も
血
な
ま
ぐ
さ
い
抗
争
を
続
け
て
い
た
飛
鳥
時
代
に
、
朝

廷
の
官
人
ら
が
身
を
正
し
て
踏
み
行
う
べ
き
法
と
し
て
宣
じ
ら
れ
た
。「
の
り
」は
道
の
り
の「
の
り
」と
同
じ
で
、

行
く
べ
き
道
筋
で
あ
る
。

　

現
在
の
民
主
主
義
国
家
で
の
国
民
投
票
の
結
果
が
必
ず
し
も
正
し
い
判
断
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
、
絶
対
に
正

し
い
法
を
人
が
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
、ま
だ
近
代
国
家
と
し
て
出
発
し
た
ば
か
り
で
西
南
戦
争（
明

治
十
年
）、
大お
お

久く

保ぼ

利と
し

通み
ち

暗
殺
事
件
（
同
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
時
期
に
「
憲
法
は
欽
定
と
す
べ
し
」
と
い
う
の
も

当
然
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
憲
法
案
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
枢す
う

密み
つ

院い
ん

の
議
長
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

は
、
日
本
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第
六
章　

明
治
か
ら
大
正
へ

　　　
　
明
治
大
帝

　　

明
治
の
日
本
は
日に
っ

清し
ん

・
日に

ち

露ろ

の
戦せ

ん

役え
き

を
経
て
世
界
の
列
強
に
伍ご

す
る
国
に
な
っ
た
。
文
明
開
化
と
富
国
強
兵
を

体
現
し
た
明
治
天
皇
は
次
の
大
正
時
代
に
は
「
明
治
大
帝
」
と
称た
た

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
昭
和
の
戦
時

下
に
は
天
皇
が
現あ
ら

人ひ
と

神が
み

と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
が
、
明
治
時
代
に
は
そ
こ
ま
で
神
格
化
さ
れ
な
か
っ

た
。
夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

が
明
治
政
府
の
元
老
た
ち
さ
え
天
皇
に
対
し
無
礼
き
わ
ま
り
な
い
と
日
記
に
書
い
て
い
る
。

　

そ
れ
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
十
日
、
天
皇
が
皇
太
子
と
と
も
に
能
の
鑑
賞
に
行
幸
し
た
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
元
老
の
山や
ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

・
松ま

つ

方か
た

正ま
さ

義よ
し

や
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

陸
軍
大
将
ら
も
い
た
。
陛
下
・
殿
下
（
天
皇
と
皇
太

子
）
の
態
度
は
謹
慎
で
最
も
敬
愛
に
価
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
に
反
し
て
陪ば
い

覧ら
ん

の
臣
民
ど
も
は
ま
こ
と
に
無
礼
で
あ

る
。
見
世
物
の
よ
う
に
陛
下
・
殿
下
の
顔
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る
。
演
能
中
で
も
席
を
立
っ
て
雑
音
を
出
す
。
陛
下
・

殿
下
が
静
か
に
能
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
の
に
近
く
で
大
声
で
話
す
。「
情
け
な
き
次
第
な
り
」
と
漱
石
は
憤
慨

す
る
の
だ
が
、
天
皇
・
皇
太
子
が
喫
煙
し
て
自
分
た
ち
は
禁
煙
な
の
は
納
得
い
か
な
い
。「
こ
れ
は
天
皇
・
皇
太
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子
の
ほ
う
で
我
等
臣
民
に
対
し
て
遠
慮
あ
り
て
然し

か

る
べ
し
」
と
天
皇
も
批
判
し
て
い
る
。

　

漱
石
は
「
皇
室
は
神
の
集
合
に
あ
ら
ず
（
天
皇
・
皇
族
は
神
で
は
な
い
）。
近
づ
き
易や
す

く
親
し
み
易
く
し
て
我

等
の
同
情
に
訴
え
て
敬
愛
の
念
を
得
ら
る
べ
し
」
と
、
現
在
の
「
ご
公
務
」
の
よ
う
に
各
地
を
訪
問
し
た
り
民
間

の
行
事
に
臨
席
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
頃
、
天
皇
は
糖
尿
病
と
合
併
症
で
衰
弱
し
て
い
た
。
明
治
四
十
五
年
に
は
い
よ
い
よ
重
く
な
り
、
同
年
七

月
二
十
日
に
政
府
は
官
報
号
外
で
「
御
容
体
書
」
を
発
表
し
た
。

　
天
皇
陛
下
ハ
明
治
三
十
七
年
末
頃
ヨ
リ
糖
尿
病
ニ
羅か
か

ラ
セ
ラ
レ
次つ

い

テ
三
十
九
年
一
月
末
ヨ
リ
慢
性
腎
臓
炎
御
併
発

（
中
略
）
一
昨
十
八
日
以
来
御ご

嗜し

眠み
ん

（
眠
っ
た
状
態
）
ハ
一い

っ

層そ
う

増
加　

御
食
気
減
少　

昨
十
九
日
午
後
ヨ
リ
御
精

神
少
シ
ク
恍こ
う

惚こ
つ

ノ
御
状
態
ニ
テ
御
脳
症
ア
ラ
セ
ラ
レ　

御
尿
量
頓と

み

ニ
甚

い
ち
じ
るシ

ク
減
少　

蛋
白
質
著
シ
ク
増
加　

同
日

夕
刻
ヨ
リ
突
然
御
発
熱　

御
体
温
四
十
度
五
分
ニ
昇
し
ょ
う

騰と
う　

御
脈
百
〇
四
至　

御
呼
吸
三
十
八
回
ニ
シ
テ　

今
二
十

日
午
前
九
時
（
中
略
）
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
医
学
博
士
三み

浦う
ら

謹き
ん

之の

助す
け

拝
診
ノ
上　

尿
毒
症
タ
ル
旨む

ね

上
申

セ
リ

　　

突
然
の
「
聖
し
ょ
う

上じ
ょ
う

不ふ

予よ

（
天
皇
ご
不
例
）」
の
公
表
に
国
民
は
驚
き
、
新
聞
は
連
日
、
天
皇
の
容
体
を
号
外
で
報

じ
て
、
世
は
平
癒
祈
願
一
色
に
な
っ
た
。
全
国
の
神
社
や
寺
々
で
平
癒
の
祈
願
が
お
こ
な
わ
れ
、
皇
居
の
二
重
橋

前
に
は
多
く
の
人
が
ひ
ざ
ま
づ
い
て
快
復
を
祈
っ
た
。
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第
九
章　

新
・
皇
室
典
範
の
制
定　

　　　
　
旧
典
範
を
引
き
つ
ぐ
皇
室
典
範

　　

戦
後
、
新
憲
法
の
制
定
と
あ
わ
せ
て
皇
室
典
範
も
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
内
に
「
皇
室
典
範
改
正

準
備
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
内
の
民
政
局
（
通
称
Ｇ
Ｓ
）
と
交
渉

し
て
新
典
範
を
立
案
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
過
程
で
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
女
性
天
皇
の
可
否
も
論
じ
ら
れ
た
が
、
い
ち
ぱ
ん
大
き
な
問
題
は
天
皇

の
終
身
制
だ
っ
た
。
昭
和
天
皇
は
新
憲
法
の
施
行
を
機
に
退
位
を
望
ん
だ
が
、
当
時
は
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
う

声
が
内
外
、
と
く
に
戦
勝
国
側
に
強
か
っ
た
の
だ
が
、
天
皇
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
占
領
下
日
本
の
安
定
を
図
っ

た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
天
皇
の
退
位
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

皇
室
典
範
の
改
定
に
際
し
て
の
論
議
を
茶
谷
誠
一『
象
徴
天
皇
制
の
成
立　

昭
和
天
皇
と
宮
中
の［
葛
藤
］』（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
２
０
１
７
）
に
は
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
皇
室
典
範
と
皇
室
経
済
法
（
皇
室
財
産·

皇
室
費
）
へ
の
対
照
的
な
審
議
姿
勢
は
、
彼
ら
が
新
憲

法
で
尊
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
象
徴
君
主
保
持
国
会
制
的
間
接
民
主
制
」
の
特
徴
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
皇
室
典
範
案
に
つ
き
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
側
と
の
交
渉
過
程
で
問
題
視
し
た
の
は
、
天
皇
の
退
位
問
題
と

女
帝
の
可
否
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
自
然
人
と
し
て
の
天
皇
の
自
由
を
拘
束
し
過
ぎ
る
」、「
男
女
平
等
ノ
原
則

ニ
反
セ
ヌ
カ
」
と
い
う
理
由
説
明
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
人
権
」
や
「
男
女
平
等
」
と
い
う
民
主
主
義
国
家

に
お
け
る
普
遍
的
な
価
値
観
に
照
ら
し
て
の
疑
問
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
で
は
戦
前
の
よ
う
な
皇

国
史
観
に
も
と
づ
く
国
家
形
態
の
復
活
を
阻
止
す
る
目
的
も
あ
り
、
退
位
後
の
天
皇
の
政
治
活
動
や
歴
史
上
に
お

け
る
女
帝
の
弊
害
に
つ
い
て
日
本
側
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ
る
と
、そ
れ
以
上
は
問
題
視
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

同
じ
理
由
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
皇
族
の
政
治
的
活
動
も
禁
止
す
べ
き
だ
と
強
く
求
め
て
い
た
。
総
じ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側

は
天
皇
や
皇
族
が
権
威
を
盾
に
政
治
介
入
し
て
く
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
に
専
念
し
、
皇
位
継
承
の
し
く
み

や
皇
室
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
民
主
権
の
も
と
で
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
る
方
針
を
固
め
て
い
る
以
上
、
議
会
に
皇

室
典
範
に
関
す
る
議
決
権
を
あ
た
え
た
う
え
、
日
本
側
の
自
由
な
意
思
に
任
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　　

こ
こ
に
「
国
民
主
権
の
も
と
で
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
る
方
針
を
固
め
て
い
る
以
上
、
議
会
に
皇
室
典
範
に
関
す

る
議
決
権
を
あ
た
え
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
第
二
条
に
は
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
、
国

会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
現
行
典
範
と
憲
法
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
矛
盾
を
生
ん
だ
。



105 おわりに

　　

お
わ
り
に　

天
皇
の
歴
史
か
ら　

　　　　

皇
室
の
枠
組
み
を
定
め
た
新
旧
の
皇
室
典
範
は
、
明
治
以
降
に
憲
法
と
と
も
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
天
皇
・
皇
族
の
位
置
づ
け
は
、
日
本
の
古
代
か
ら
の
天
皇
の
歴
史
に
加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
国
民
国
家

の
立
憲
君
主
制
に
な
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

明
治
の
大
日
本
帝
国
憲
法
は
第
一
条
で
「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之こ
れ

ヲ
統
治
ス
」
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
、
明
治
に
な
る
ま
で
、
御
所
が
あ
る
京
都
で
も
、
一
般
の
人
が
天
皇
の
姿
を
見
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。

関
東
に
天
皇
が
来
た
こ
と
も
、
明
治
に
な
る
ま
で
一
度
も
な
い
。
江
戸
時
代
の
民
衆
は
全
国
の
大
名
や
幕
領
（
天

領
）
の
代
官
が
仕
え
る
「
公く

方ぼ
う

様
（
将
軍
）」
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、「
天
子
様
（
天
皇
）」
を
意
識
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
維
新
政
府
は
、「
第
三
章　

象
徴
天
皇
前
史　

古
代
か
ら
明
治
ま
で
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
初
年

に
天
皇
の
東
京
へ
の
行
幸
と
い
う
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
演
じ
た
。
そ
の
後
も
明
治
天
皇
は
全
国
に
巡
幸

し
、
天
皇
の
存
在
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
。

　

憲
法
に
「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之こ
れ

ヲ
統
治
ス
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
天
皇
の
こ
と
を
知
ら
な
け
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れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。
戦
後
の
「
象
徴
天
皇
」
も
、
憲
法
に
「
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
書
か
れ
た
だ
け
で

は
、
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
「
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
」
に
具
体
的
な
内
容
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
戦

後
の
焼
け
跡
を
巡
幸
し
た
昭
和
天
皇
の
姿
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
「
ご
公
務
」
の
原
点
に
な
り
、
大
地
震
や
豪

雨
な
ど
の
被
災
地
を
訪
れ
る
天
皇
・
皇
后
や
皇
族
方
の
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
の
悲
惨
な
敗
戦
後
、
天
皇
の
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
、
天
皇
制
を
廃
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
強
く

あ
っ
た
時
期
に
、
肉
親
を
失
っ
た
人
も
多
い
戦
災
の
都
市
を
昭
和
天
皇
が
歩
か
れ
た
こ
と
は
相
当
に
危
険
な
こ
と

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
歓
迎
の
群
衆
が
巡
幸
の
先
々
に
集
ま
り
、
天
皇
の
姿
に
励
ま
し
を
覚
え
た
の

だ
っ
た
。

　

現
在
、
皇
室
は
国
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
、
天
皇
制
廃
止
論
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
過
程
で
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
は
、
明
治
時
代
に
は
新
聞
、
大
正
時
代
に
は
新
聞
に
加
え
て
ラ
ジ
オ
と
映
画
、
昭
和
の
戦
後
に
は
テ

レ
ビ
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
マ
ス
コ
ミ
は
、
お
お
む
ね
世
論
に
寄
り
添
っ
て
報
道
し
、
世
論

を
ひ
と
つ
の
方
向
に
拡
大
再
生
産
し
て
き
た
。
か
つ
て
極
度
に
肥
大
化
し
た
神
聖
天
皇
崇
拝
の
時
流
に
流
さ
れ
て

悲
惨
な
戦
争
ま
で
引
き
起
こ
し
た
こ
と
の
背
景
に
も
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
報
道
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
占
有

さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
情
報
の
洪
水
と
も
い
え
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
な
か
で
、
無
意
識
に
一
つ
の
方
向
に
沿
っ
た
情
報
を
選
ん
で

し
ま
う
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
世
論
が
一
斉
に
一
方
向
に
拡
大
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
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女
性
天
皇
を
容
認
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
国
の
根
幹
に
か
か
わ
る
天
皇
・
皇
室
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
時

流
に
流
さ
れ
ず
に
冷
静
に
論
議
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
天
皇
・
皇
室
の
基
本
的
な
枠
組

み
を
定
め
て
い
る
皇
室
典
範
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
本
文
の
最
後
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
皇
と
い
う
存
在
は
日
本
の
長
い
歴
史
と
文
化
の
な
か
で
形
成

さ
れ
て
き
た
。
皇
室
典
範
も
、
憲
法
を
最
高
法
規
と
す
る
近
現
代
の
制
定
法
の
範
囲
に
は
収
ま
ら
な
い
性
格
が
あ

る
。
よ
っ
て
、
法
律
の
条
文
を
あ
れ
こ
れ
と
解
釈
す
る
だ
け
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の

た
め
か
、
皇
室
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
に
論
議
さ
れ
る
な
か
で
も
憲
法
学
者
が
皇
室
典
範
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
皇
室
関
連
法
の
整
備
に
は
、
日
本
の
歴
史
と
文
化
を
ふ
ま
え
た
論
議
が
必
要
だ
。
本
書
が
そ
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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